
観光の人材を育てる大学、専門学校
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
実
践

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
ホ
テ
ル
専
門
学
校

礼
節
を
重
ん
じ
る
人
間
に

専
門
学
校
日
本
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル

訪
日
受
け
入
れ
担
う
人
材
も

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
＆
ホ
テ
ル
カ
レ
ッ
ジ

観
光
学
部
が
発
足
２
年
目

玉
川
大
学
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　力強い日本経済へと立て直すための成
長戦略の柱と位置付けられている「観
光」。その未来有望な産業には活力ある
若者の存在が欠かせない。優れた観光の
人材を育てる大学、専門学校を紹介する。

福永主任講師

日本ホテルスクールの校舎

観
光
学
部
長
の
益
田
教
授

観光学部の授業風景

実践的マネジメントが学べる
少人数ゼミ

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
＆
ホ
テ

ル
カ
レ
ッ
ジ
は
今
年
で

年

目
を
迎
え
た
専
門
学
校
。
観

光
業
界
に
広
く
人
材
を
輩
出

し
て
い
る
。

　
日
本
人
学
生
の
就
職
率
は


・
５
％
。

期
生
は
２
１

８
人
（
留
学
生
を
含
む
）
が

観
光
・
運
輸
業
界
に
内
定
。

う
ち
１
０
６
人
（
留
学
生
７

人
を
含
む
）
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル

ー
プ
に
入
社
し
た
。

年
間

で
累
計
２
５
４
０
人
が
Ｊ
Ｔ

Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
就
職
し
て
い

る
。
ま
た
、
「
総
合
旅
行
業

務
取
扱
管
理
者
資
格
」
の
合

格
率
は

・
８
％
と
全
国
平

均
の
２
・
２
倍
。
１
年
生
の

合
格
者
数
は

人
で
、
全
国

の
専
門
学
校
生
合
格
者
１
０

５
人
の
約
半
分
に
当
た
る
。

　
コ
ー
ス
は
昼
間
部
と
夜
間

部
に
分
か
れ
て
い
る
。
昼
間

部
に
は
、
主
に
旅
行
業
界
を

目
指
す
「
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
科
」、ホ
テ
ル
・
ブ
ラ
イ
ダ

ル
業
界
を
目
指
す
「
国
際
ホ

テ
ル
科
（
ホ
テ
ル
総
合
コ
ー

ス
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
ス
）」、

留
学
生
を
対
象
と
し
た
「
国

際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
訪
日
科
」

を
設
置
。夜
間
部
に
は
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
旅
行
関
連
部

門
や
ホ
テ
ル
で
昼
間
働
き
な

が
ら
夜
に
通
学
す
る
「
国
際

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ュ
ア
ル
科

（
観
光
総
合
コ
ー
ス
・
ホ
テ

ル
コ
ー
ス
）」と
、
大
学
や
短

大
と
の
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
が

可
能
な
「
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
科
（
観
光
総
合
コ
ー
ス
・

ホ
テ
ル
コ
ー
ス
）」が
あ
る
。

　
開
設

年
目
を
迎
え
た
国

際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
訪
日
科
の

学
生
は

人
全
員
が
海
外
か

ら
の
留
学
生
。中
国
、香
港
、

台
湾
、
韓
国
、
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
な
ど
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
来

て
い
る
。

　
同
科
の
福
永
里
美
主
任
講

師
は
「
在
学
生
の
８
割
以
上

は
卒
業
後
、
日
本
で
観
光
関

係
の
仕
事
に
就
く
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
」
と
話
す
。
帰

国
し
て
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル

で
日
本
人
観
光
客
に
応
対
す

る
仕
事
に
就
く
ケ
ー
ス
も
多

い
と
い
う
。
「
授
業
で
は
、

日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、

社
会
常
識
、
敬
語
、
お
も
て

な
し
の
心
な
ど
も
教
え
る
」

（
同
講
師
）
。
訪
日
外
国
人

旅
行
客
受
け
入
れ
に
最
適
の

人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

　
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
ホ
テ

ル
専
門
学
校
は
、
１
９
３
５

年
に
創
立
、
日
本
で
初
め
て

開
校
し
た
ホ
テ
ル
専
門
学
校

だ
。
心
か
ら
の
お
も
て
な
し

を
実
践
す
る
人
材
を
育
成
す

る
。

　
創
立
当
時
か
ら
掲
げ
る
同

校
の
カ
レ
ッ
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト

は
聖
書
に
あ
る
言
葉
「
Ｐ
ｒ

ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｃ
ｅ
　
Ｈ
ｏ
ｓ
ｐ

ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
（
努
め
て

旅
人
を
も
て
な
し
な
さ

い
）
」
。
す
で
に
１
万
１
千

人
を
超
え
る
卒
業
生
を
国
内

外
へ
送
り
出
し
て
い
る
。

　
「
社
会
の
要
請
に
応
え
て

活
動
を
続
け
て
き
た
私
た
ち

の
精
神
は
長
い
歴
史
の
中
で

確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
。
青
少
年
の
全
人
的
な
成

長
を
願
う『
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
』

を
運
営
母
体
と
す
る
本
校

は
、
ホ
テ
ル
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、『
人
間
性
を
育
て
る
』

機
会
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
社
会
性
に
富
ん

だ
ホ
テ
リ
エ
へ
の
指
導
に
力

を
注
い
で
い
く
」
と
同
校
。

　
ホ
テ
ル
総
支
配
人
か
ら
若

い
サ
ー
ビ
ス
現
場
の
ス
タ
ッ

フ
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
卒
業
生
が

活
躍
し
、
ホ
テ
ル
・
ブ
ラ
イ

ダ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
業
界
か
ら

の
信
頼
も
厚
い
。

　
１
年
間
で
就
職
を
目
指
す

「
ホ
テ
ル
専
攻
科
」
は
、
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
卒
業

者
を
対
象
と
し
、
幅
広
い
知

識
・
実
務
、
そ
し
て
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
中
心
に
学
ぶ
同
校

独
自
の
専
門
課
程
だ
。
か
つ

て
「
研
究
科
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
同
課
程
は
、
す
で
に


年
以
上
の
実
績
を
持
つ
。
ホ

テ
ル
・
旅
館
の
後
継
者
と
し

て
求
め
ら
れ
る
経
営
全
般
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
実
践

的
に
役
立
つ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
講
義
を
通
じ
、
将
来

経
営
に
携
わ
る
者
と
し
て
必

要
な
経
営
ス
キ
ル
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
の
中

に
は
、
国
内
の
名
旅
館
オ
ー

ナ
ー
も
お
り
、
２
代
目
の
入

学
者
も
現
れ
て
い
る
。

　
学
校
法
人
日
本
ホ
テ
ル
学

院
が
運
営
す
る
専
門
学
校
日

本
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル
の
教
育

理
念
は
、
①
礼
と
節
を
重
ん

ず
る
人
間
の
育
成
②
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
精
神
の
体
得
と
実

践
③
理
論
と
実
技
の
一
体
化

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
④

国
際
的
視
野
に
立
脚
し
た
人

間
の
育
成
⑤
広
く
社
会
に
貢

献
す
る
人
間
の
育
成
―
の
五

つ
。
卒
業
生
は
ホ
テ
ル
・
ブ

ラ
イ
ダ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
業

界
で
幅
広
く
活
躍
し
、
企
業

か
ら
の
評
価
も
高
い
。
今
年

度
も
「
帝
国
ホ
テ
ル
」
や

「
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
東
京
」

な
ど
の
内
定
が
続
々
と
決
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
校
の
学
生
は
今

年
２
月
開
催
の
「
Ｈ
Ｒ
Ｓ
サ

ー
ビ
ス
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１

４
」
の
カ
レ
ッ
ジ
部
門
に
出

場
し
た
が
、見
事
に
優
勝
し
、

昨
年
に
続
く
２
連
覇
を
達
成

し
た
。こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

日
本
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン

サ
ー
ビ
ス
技
能
協
会
が
毎
年

開
催
。
若
手
の
サ
ー
ビ
ス
パ

ー
ソ
ン
が
そ
の
技
能
を
競
い

合
う
も
の
。
同
校
か
ら
は
８

人
が
本
選
に
出
場
し
、
４
人

が
決
勝
に
進
出
。
課
題
の

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ス
リ
ン
グ

風
カ
ク
テ
ル
と
オ
マ
ー
ル
エ

ビ
の
サ
ラ
ダ
」
の
作
成
に
挑

戦
。
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
の

独
占
受
賞
を
達
成
す
る
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

　
日
本
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル
の

教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
欧
米
の

ホ
テ
ル
学
校
を
例
と
し
、
さ

ら
に
国
内
の
学
校
形
態
を
配

慮
し
、
独
自
の
教
育
体
系
を

形
成
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
業

界
の
現
業
部
門
で
の
技
能
と

知
識
を
習
得
す
る
た
め
に
、

サ
ー
ビ
ス
か
ら
経
営
ま
で
の

一
貫
し
た
教
育
を
実
施
し
て

い
る
。

　
英
語
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
る
点
も
特
徴
。
英
語
専
攻

科
は
授
業
全
体
の

％
以
上

で
英
語
を
取
り
入
れ
、
指
導

の
多
く
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ

ー
カ
ー
に
よ
る
も
の
。
２
年

次
に
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア

７
０
０
点
以
上
を
目
標
に
定

め
、
訪
日
外
国
人
客
に
英
語

で
対
応
で
き
る
人
材
や
、
世

界
で
活
躍
で
き
る
ホ
テ
リ
エ

を
育
成
す
る
。

　
玉
川
大
学
は
昨
年
４
月
、

観
光
学
部
観
光
学
科
を
発
足

し
た
。
観
光
学
部
長
の
益
田

誠
也
教
授
は
「
玉
川
学
園
の

教
育
理
念
で
あ
る
『
全
人
教

育
』
の
も
と
、
英
語
運
用
力

や
国
際
感
覚
、
異
文
化
理
解

力
・
情
報
力
な
ど
の
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
キ
ル
を
備
え
た
人

材
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た

伝
統
を
生
か
し
、
観
光
を
通

し
て
時
代
を
担
う
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
を
育
成
す
る
」
と
話

す
。

　
従
来
の
経
営
学
部
観
光
経

営
学
科
を
進
化
、
発
展
さ
せ

た
こ
の
観
光
学
部
観
光
学
科

に
は
、
初
年
度
の
昨
年
、
募

集
定
員

人
を
上
回
る
１
０

８
人
が
入
学
。
今
年
は
１
０

４
人
の
入
学
者
を
迎
え
た
。

新
設
学
部
な
が
ら
一
気
に
人

気
学
部
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
秘
密
は
、
観
光
を
軸

に
英
語
力
と
情
報
力
を
強
化

す
る
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
あ
る
。
４
年
間
の
中
に
海

外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
み

込
ま
れ
て
お
り
、
留
学
条
件

を
満
た
し
た
学
部
生
全
員
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ビ
ク
ト

リ
ア
州
メ
ル
ボ
ル
ン
の
大
学

に
１
年
間
留
学
す

る
。
世
界
と
向
き

合
い
、
多
文
化
共

生
の
理
想
に
貢
献

で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
。

　
１
年
次
か
ら
２

年
次
前
期
ま
で
の

１
年
半
は
英
語
の

必
修
科
目
を
毎
日

開
設
。
「
英
語
シ
ャ
ワ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
で
英
語
力
を
磨

く
。

　
２
年
次
後
期
か
ら
３
年
次

前
期
ま
で
は
、
ビ
ク
ト
リ
ア

州
の
公
立
３
大
学
「
デ
ィ
ー

キ
ン
大
学
」
「
ス
ウ
ィ
ン
バ

ー
ン
工
科
大
学
」
「
ビ
ク
ト

リ
ア
大
学
」
の
い
ず
れ
か
に

留
学
す
る
。
同
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
ビ
ク
ト
リ
ア
州
政

府
が
全
面
協
力
。
一
昨
年
９

月
に
は
、
３
大
学
の
代
表
者

が
来
日
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
使
館
で
小
原
芳
明
玉
川

大
学
学
長
と
調
印
式
を
行
っ

た
。
こ
の
３
校
を
提
携
校
に

選
ん
だ
の
は
「
州
政
府
と
各

州
立
大
学
と
の
連
携
が
と
れ

て
お
り
、
安
心
し
て
学
生
を

学
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
益
田
教
授
）
か
ら
だ
。

　
留
学
中
の
ケ
ア
も
手
厚

い
。
大
学
ご
と
に
玉
川
大
学

の
担
当
教
員
を
配
置
。
学
生

は
留
学
先
の
大
学
で
授
業
を

受
講
す
る
ほ
か
、
「
海
外
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
「
国

際
研
究
」
の
指
導
を
担
当
教

員
か
ら
受
け
る
。
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
留
学
前

半
に
行
う
「
見
学
・
体
験
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
、

留
学
後
半
の
「
実
践
型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
２
回
。

観
光
業
関
連
の
日
系
企
業
や

現
地
企
業
で
就
業
体
験
を
す

る
。

　
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
観
光

学
部
の
授
業
の
一
環
で
あ
る

た
め
、
現
地
大
学
の
授
業
料

は
玉
川
大
学
の
学
費
に
含
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
留
学
し
て

も
４
年
間
で
卒
業
で
き
る
の

は
魅
力
的
だ
。
就
職
活
動
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
に
帰
国

時
期
も
う
ま
く
設
定
さ
れ
て

い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
７
０
０

点
以
上
を
卒
業
要
件
に
設
定

し
、
学
生
は
帰
国
後
も
英
語

力
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に

気
を
抜
け
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
あ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
力

点
を
置
い
て
い
る
が
、
専
門

分
野
は
あ
く
ま
で
観
光
。
玉

川
大
学
観
光
学
部
で
は
、
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
意
識
し
た

三
つ
の
履
修
モ
デ
ル
を
用
意

し
て
い
る
。

　
観
光
産
業
に
関
す
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
人
材
を

養
成
す
る「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」

履
修
モ
デ
ル
で
は
、
旅
行
業

界
、航
空
業
界
、鉄
道
業
界
、

宿
泊
業
界
、
観
光
地
施
設
・

テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
を
目
指

す
。

　
地
域
の
活
性
化
や
雇
用
機

会
の
増
大
な
ど
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
養
成
す
る
「
観
光

に
よ
る
地
域
活
性
化
」
履
修

モ
デ
ル
で
は
、
旅
行
業
界
、

宿
泊
業
界
、
広
告
業
界
、
文

化
施
設
・
観
光
地
施
設
・
テ

ー
マ
パ
ー
ク
、
公
務
員
（
地

域
振
興
関
連
）
な
ど
を
目
指

す
。

　
国
際
交
流
の
進
展
に
貢
献

で
き
る
人
材
を
養
成
す
る

「
観
光
に
よ
る
国
際
交
流
」

履
修
モ
デ
ル
で
は
、
旅
行
業

界
、宿
泊
業
界
、広
告
業
界
、

国
際
交
流
を
担
う
公
共
機

関
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、外
資
系
企
業
、

商
社
な
ど
を
目
指
す
。

　
明
確
に
目
標
設
定
し
た
こ

の
三
つ
の
履
修
モ
デ
ル
に
よ

り
、
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
や
興
味
に
応
じ
て
体
系
的

な
学
修
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

http://hotel.ymsch.jp/
http://www.jhs.ac.jp/
http://www.jtb-college.ac.jp/
http://www.tamagawa.jp/university/

